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[研究目的] 

クロレラには、これまでストレス負荷時の免疫機能の低下抑制や C 型肝炎ウイルス持続感染患者を対

象とした試験で HCV ウイルス量や肝機能の指標である GOT および GPT が低下する等、免疫賦活作

用や抗炎症作用に関する数多くの報告があり、免疫力の低下等が原因で感染を繰り返す慢性膀胱炎

の予防にも効果が期待されることから、慢性膀胱炎患者を対象とした介入試験により検証しました。 

[試験方法] 

過去 1 年間に尿路感染を複数回（抗菌剤による治療を 5 回以上）繰り返し、尿路結石や悪性腫瘍等の

合併症がない慢性膀胱炎の女性患者 10 名を被験者としました。クロレラ 1 日 6g（30 錠）を 12 週間飲

用していただき、飲用前後で、尿路感染の発生頻度、抗菌剤の投与量を比較し、さらに、下部尿路症

状のパラメータとして、飲用前（0 週）、飲用 4 週、8 週および 12 週に国際前立腺症状スコア（IPSS）１）、

過活動膀胱症状スコア（OABSS）２）、間質性膀胱炎症状・問題スコア（ICSI・ICPI）３）、排尿回数、残尿

量を測定しました。 

[結果] 

尿路感染の発症頻度は、飲用前 7.2 回/年が飲用期間中 0.5 回/3 ヶ月、抗菌剤使用日数は、飲用前

11.9 日/3 ヶ月が飲用期間中 3.1 日/3 ヶ月と顕著に低下しました（図 1）。また、IPSS スコア、IPSS-QOL

スコアおよび ICPI スコアは、飲用前との比較で飲用 8 週および 12 週で有意に低下しました（図 2）。さら

に、OABSS スコアについても、低下傾向が認められました。これらの結果から、クロレラの飲用により、

慢性膀胱炎の女性患者において、尿路感染症の再発予防効果が認められ、さらに IPSS スコア等の排

尿パラメータにも改善が見られたことから、クロレラは慢性膀胱炎患者に有用な食品である可能性が示

されました。 

図 1．クロレラ摂取による尿路感染症発生頻度および抗菌剤使用日数への影響 

クロレラの女性慢性膀胱炎患者の尿路感染症予防効果と排尿パラメータ

に対する影響 
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図 2．クロレラ摂取による国際前立腺症状スコア（IPSS スコア、IPSS-QOL スコア）および 

間質性膀胱炎問題スコア（IC-P）への影響 

《用語説明》 

１）国際前立腺症状スコア（IPSS）：男性、女性を問わず残尿感、頻尿等の下部尿路症状を調査するた

めの質問票。スコアが高いほど重症を示す。

２）過活動膀胱症状スコア（OABSS）：頻尿等の過活動膀胱症状を調査するための質問票。スコアが高

いほど重症を示す。

３）間質性膀胱炎症状・問題スコア（ICSI・ICPI）：間質性膀胱炎の症状や困窮度を調査するための質

問票。スコアが高いほど重症を示す。
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